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1979年 エネルギーの使用の合理化に関する法律

第一章 総則
（目的）
第一条 この法律は、燃料資源の大部分を輸入に依存せ
ざるを得ない我が国のエネルギー事情にかんがみ、燃料
資源の有効な利用の確保に資するため、工場、建築物及
び機械器具についてエネルギーの使用の合理化に関する
所要の措置等を講ずることとし、もつて国民経済の健全
な発展に寄与することを目的とする。

1980年 省エネルギー基準

住宅の断熱

断熱改修による健康優良性の向上効果
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等級１ 1980年以前（無断熱等）

等級２ 1980年基準

等級３ 1992年基準

等級４ 1999年基準

住宅性能表示制度 断熱等性能等級
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（出典：WHO, 2018）

屋内住宅の温度は、居住者を寒さによる健康への悪
影響から守るために十分に高くなければなりません。 
温暖な気候または寒冷な気候の国では、寒い季節に
一般住民の健康を守るために、安全でバランスのとれ
た室内温度として 18 ℃ が提案されています。
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等級１ 1980年以前（無断熱等）

等級２ 1980年基準

等級３ 1992年基準

等級４ 1999年基準

等級５ 2022年4月新設

等級６

等級７

2022年10月新設

2022年10月新設

2025年4月～義務化

2030年～義務化予定

住宅性能表示制度 断熱等性能等級
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日本の既存住宅の断熱性能

（出典：一般社団法人 住宅生産団体連合会 「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた住宅業界の取り組み」 2024年9月3日）
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断熱改修の効果

・省エネ性：エネルギー消費量や暖冷房費で
評価できる
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・快適性

・健康性
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断熱改修の効果
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：・温度や体感温度指標などで
評価できる
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・健康性

：・温度や体感温度指標などで
評価できる

（出典：一般社団法人 板硝子協会パンフレット「エコガラスで実現！快適・健康・省エネの家づくり」）
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・健康性

：・温度や温熱環境指標(PMVなど)で
評価できる

・体験談
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断熱改修をした人の声
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住宅脱炭素NAVI断熱改修による健康優良性の向上効果

・改修前の冬はフリースを着て布団を３～４枚か
ぶって寝ていた。今、子供たちは半袖半ズボン
で寝ている

・寒くないので朝起きるのが苦ではなくなった

・冬も裸足

・二人で個々のスペースを確保して暮らせる

（出典：HEAT20, 2024年度 住まい方実態調査, 2025.3）
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等級６・等級７レベルへの転居者の
ヒアリング結果

転居前後での着衣量の変化

（出典：HEAT20, 2024年度 住まい方実態調査, 2025.3）
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等級６・等級７レベルへの転居者の
ヒアリング結果

転居前後での健康状態の変化

（出典：HEAT20, 2024年度 住まい方実態調査, 2025.3）
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（出典：HEAT20, 2024年度 住まい方実態調査, 2025.3）
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転居後の住宅断熱性能と各種疾患の改善率
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断熱改修の効果

・快適性
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・健康性

：・温度や温熱環境指標(PMVなど)で
評価できる

：有病率で評価できるようにしたい

・体験談



空気環境と健康断熱改修による健康優良性の向上効果
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occupants’ health, Environmental Research, Volume 253, 2024, 119147）
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転居後の住宅断熱性能と各種疾患の改善率
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「断熱レベル→住宅内温熱環境」
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20℃ 20℃ 20℃

「断熱レベル→住宅内温熱環境」

１．住宅モデルと暖房時間を設定

近畿大学 藤田 浩司

住宅脱炭素NAVI断熱改修による健康優良性の向上効果
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世帯主 配偶者 第１子 第２子

「断熱レベル→住宅内温熱環境」

２．家族構成と滞在室を設定

（参考：住宅事業建築主の判断の基準）
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「断熱レベル→住宅内温熱環境」

３．住宅内温度を計算
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「改善率→有病率」

断熱等級１・２

有病者

断熱等級３

有病者

断熱
等級４

有病者

断熱
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有病者
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(1- )等級１・２
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等級４有病者 ＝ × (1- )断熱等級４
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等級５有病者 ＝ × (1- )断熱等級５
の改善率

＝ 等級１・２人口
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等級３
有病率

等級４
有病率

等級５
有病率

合計：厚生労働省データ
の有病者数（疾患別・年齢別）
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「改善率→有病率」
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（出典：宇田川, 標準問題の提案（住宅用標準問題）, 第15回熱シンポジウム, 1985）

１階 ２階

（出典：自立循環型住宅への設計ガイドライン, 建築環境・省エネルギー機構, 2005）

（出典：既存住宅の省エネ改修ガイドライン, 建築環境・省エネルギー機構, 2010）

近畿大学 藤田 浩司

住宅脱炭素NAVI

面積

(㎡) 改修前 改修後

天井 62.94 GW10K (t=25)
既存GW10K (t=25)

+吹込用GW20K (t=200)

外壁 131.66 GW10K (t=50)
既存GW10K (t=50)

+外張 XPS3b (t=50)

1階床 57.14 無断熱 GW32K (t=80)

窓 27.17 ｱﾙﾐ・ｼﾝｸﾞﾙ
既存（ｱﾙﾐ・ｼﾝｸﾞﾙ）

+内窓（樹脂・ｼﾝｸﾞﾙ）追加

仕様

（厚さtの単位：mm）
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＜まとめ＞

近畿大学 藤田 浩司

断熱改修による医療費・薬剤費の削減効果

・断熱性能を高めると、省エネ性だけでなく
快適性、健康性も向上する

・健康性を有病率で評価

・断熱改修はまず窓から（内窓の設置）

・内窓の設置だけでも１℃程度高くなり
有病率も低下する

・天井・床・外壁の改修も組み合わせると
より大きな効果

住宅脱炭素NAVI
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